
   
第１ 調査結果の概要 

 

１ 賃金（１人当たりの月間平均） 

(1) 産業別現金給与総額（事業所規模５人以上、常用労働者） 

令和６年の現金給与総額は、調査産業計で前年比 2.4％増(注３)の 448,243円となっ

た。また、きまって支給する給与は、同 1.9％増 (注３)の 354,305円となった。  

産業別に現金給与総額の前年比を見ると、14産業で増加、２産業で減少となった。 

                   【表１、統計表第1-1表、第13表、第14表】 

 

前年比 前年比

円 ％ 円 ％ 円 円 円

448,243 2.4 354,305 1.9 329,304 25,001 93,938

1,005,463 8.0 662,268 6.9 621,844 40,424 343,195

596,772 5.3 451,450 2.0 419,763 31,687 145,322

516,880 0.7 396,260 0.4 372,061 24,199 120,620

663,093 1.9 533,807 7.3 460,553 73,254 129,286

554,704 1.5 434,493 2.7 396,488 38,005 120,211

510,680 5.1 405,345 4.0 354,764 50,581 105,335

454,234 5.2 348,077 2.4 329,400 18,677 106,157

655,649 5.4 477,680 2.9 439,839 37,841 177,969

525,080 1.5 392,670 2.6 363,634 29,036 132,410

577,480 2.0 464,090 4.4 436,136 27,954 113,390

198,522 4.7 175,382 1.5 164,385 10,997 23,140

314,772 4.2 272,874 3.6 259,146 13,728 41,898

385,981 -8.2 295,702 -8.0 286,810 8,892 90,279

354,708 3.1 297,454 2.1 277,744 19,710 57,254

438,105 -5.8 347,533 -1.9 319,531 28,002 90,572

350,668 2.1 298,120 1.8 274,967 23,153 52,548

表１　産業別現金給与総額　（事業所規模５人以上、常用労働者）

産　　業

現金給与総額 　　きまって支給する給与
特別に支払
われた給与所定内給与 所定外給与

調 査 産 業 計

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

鉱業，採石業 ，砂 利採 取業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・
技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生活関連サービス業，娯楽業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業
( 他 に 分 類 さ れ な い も の )

注１)　各金額は令和６年平均の値です。
　２)　「前年比」は名目賃金指数による増減率です。
　３)　賃金の令和６年（１月分確報以降）の前年比については、令和５年１月分から12月分に対しベンチマーク更新を実施した参考値を作
成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、指数から算出した場合と一致しません。  
 

(2) 就業形態別現金給与総額（事業所規模５人以上、調査産業計） 

令和６年の就業形態別の現金給与総額は、一般労働者が 548,716円、パートタイム労

働者が 125,359円となった。                       【表２、統計表第2-1表】 

(単位 ： 円）

所定内給与 所定外給与

一 般 労 働 者 548,716 426,969 395,417 31,552 121,747

パ ー ト タ イ ム 労 働 者 125,359 120,790 116,840 3,950 4,569

注)　各金額は令和６年平均の値です。

表２　就業形態別現金給与総額　（事業所規模５人以上、調査産業計）

就　業　形　態
現金給与

総額
　　　きまって支給する給与 特別に支払

われた給与

 

 



(3) 現金給与総額及びきまって支給する給与の動き 

（事業所規模５人以上、調査産業計）（令和２年平均＝100） 

令和６年の現金給与総額及びきまって支給する給与について、名目賃金指数の前年

比でみると、現金給与総額では、2.4％の上昇 (注)となった。また、きまって支給する

給与では、1.9％の上昇 (注)となった。  【表３、図１、統計表第13表、第14表】 

（単位：％）

令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年

-1.3    0.9    2.8    1.8    2.4    

-0.5    1.3    1.7    2.1    1.9    

表３　名目賃金指数の前年比の推移（事業所規模５人以上、調査産業計、名目賃金指数の前年比）

名目賃金指数

現金給与総額

きまって支給する給与

図１　名目賃金指数の前年比の推移（事業所規模５人以上、調査産業計、名目賃金指数の前年比）

注)　賃金の令和６年（１月分確報以降）の前年比については、令和５年１月分から12月分に対しベンチマー
ク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、指
数から算出した場合と一致しません。
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(4) 実質賃金指数の動き 

（事業所規模５人以上、調査産業計）（令和２年平均＝100） 

令和６年の実質賃金指数について、前年比でみると、0.3％の低下 (注 )となった。  
【表４、図２、統計表第16表】 

（単位：％）

令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年

-1.3    1.2    -0.1    -1.9    -0.3    

0.1    -0.3    3.0    3.9    2.7    

注１） 実質賃金指数 　＝
名目賃金指数

消費者物価指数
  × 100

　２） 消費者物価指数は、「東京都区部消費者物価指数の「持家の帰属家賃を除く総合」指数」です。

図２　実質賃金指数の前年比の推移（事業所規模５人以上、調査産業計、現金給与総額）（令和２年平均＝100）

表４　実質賃金指数の前年比の推移（事業所規模５人以上、調査産業計、実質賃金指数の前年比）

指　　数

実質賃金指数

消費者物価指数
（参考）

　３)　賃金の令和６年（１月分確報以降）の前年比については、令和５年１月分から12月分に対しベンチマー
ク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、指数
から算出した場合と一致しません。

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

令和２ ３ ４ ５ ６年

実質賃金指数

消費者物価指数
（参考）

％

 



(5) 賞与の支給状況（事業所規模30人以上、調査産業計） 

令和６年の夏季賞与（６月、７月、８月支給分）の１人平均支給額は、前年比 3.0％増

(注６)の 735,357円となった。平均支給月数は、1.46か月となった。 

冬季賞与（11月、12月、令和７年１月支給分）の１人平均支給額は、前年比 4.0％増  

(注６)の 720,861円となった。平均支給月数は、1.47か月となった。 

                                【表５、統計表第５表】 

１人平均
支給額

前年比
平均

支給月数
前年支給
月数差

１人平均
支給額

前年比
平均

支給月数
前年支給
月数差

円 ％ か月 か月 円 ％ か月 か月

735,357 3.0 1.46 -0.01 720,861 4.0 1.47 -0.03

　４）「支給労働者数割合」は、賞与を支給した事業所の全常用労働者数を全事業所の全常用労働者数で除した値です。

　５）「平均支給月数」は、賞与を支給した各事業所における賞与の所定内給与に対する割合を単純平均したものです。

　６）令和６年１月分確報において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施しました。賞与における
１人平均支給額の前年比については、令和５年１月にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比
較することにより算出しているため、前年の１人平均支給額から算出した場合と一致しません。

表５　賞与の支給状況　（事業所規模30人以上、調査産業計）

夏　季　賞　与 冬　季　賞　与

注１）賞与は、「特別に支払われた給与」のうち、賞与として支給された給与を特別集計しています。

　２）「１人平均支給額」は、賞与を支給した事業所における常用労働者１人当たりの平均賞与支給額です。

　３）「支給事業所数割合」は、賞与を支給した事業所数を全事業所数で除した値です。

 



２ 労働時間と出勤日数（１人当たりの月間平均） 

(1) 産業別総実労働時間の動き（事業所規模５人以上）（令和２年平均＝100） 

令和６年の総実労働時間は、調査産業計で 139.6時間となった。労働時間指数では

103.8となった。                 【表６、統計表第6-1表、第18表】 

指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比
％ ％ ％ ％ ％ 時間

100.0 -2.6 102.3 2.3 102.9 0.6 104.0 1.1 103.8 -0.9 139.6

－ － － － 98.2 － 102.5 4.4 101.6 -1.5 159.2

100.0 -1.8 100.1 0.1 98.8 -1.3 99.2 0.4 96.7 -2.5 160.8

100.0 -2.5 100.6 0.7 100.9 0.3 102.0 1.1 101.0 -0.8 151.8

100.0 1.4 102.4 2.3 102.8 0.4 103.9 1.1 103.5 -0.1 161.5

100.0 0.7 101.0 0.9 99.7 -1.3 100.8 1.1 100.4 -0.4 158.6

100.0 -5.8 100.5 0.6 106.4 5.9 108.5 2.0 107.5 -0.8 162.0

100.0 -2.4 101.8 1.8 102.2 0.4 102.8 0.6 102.2 -0.4 138.1

100.0 0.5 100.5 0.5 100.5 0.0 99.4 -1.1 101.2 1.4 151.6

100.0 -2.8 105.3 5.2 105.1 -0.2 104.4 -0.7 104.1 -0.4 150.1

100.0 -1.2 103.8 3.7 104.5 0.7 106.5 1.9 104.7 -1.8 156.3

100.0 -16.4 100.3 0.3 123.1 22.7 120.3 -2.3 124.4 -0.2 96.5

100.0 -11.0 108.6 8.6 116.4 7.2 114.8 -1.4 116.7 2.4 128.9

100.0 -6.5 99.1 -0.8 102.0 2.9 110.6 8.4 102.9 -8.0 104.6

100.0 1.8 102.8 2.9 96.5 -6.1 100.7 4.4 101.4 0.4 124.5

100.0 -2.3 101.4 1.3 100.8 -0.6 104.0 3.2 102.9 -1.2 146.6

100.0 -3.8 104.3 4.3 104.3 0.0 106.5 2.1 105.7 -0.7 142.0

表６　産業別労働時間指数（総実労働時間）の推移及び総実労働時間数（事業所規模５人以上）（令和２年平均＝100）

産　　業
令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年 令和６年総

実労働時間

調 査 産 業 計

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運 輸 業 ， 郵 便 業

鉱業，採石業 ，砂 利採 取業

卸 売 業 ， 小 売 業

金 融 業 ， 保 険 業

不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 ， 専 門 ・
技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業

生活関連サービス業，娯楽業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業
( 他 に 分 類 さ れ な い も の )

注１)　「令和６年総実労働時間」は令和６年平均の値です。
　２)　「前年比」は労働時間指数（総実労働時間）による増減率です。
　３)　労働時間の令和６年（１月分確報以降）の前年比については、令和５年１月分から12月分に対しベンチマーク更新を実施した参考値
を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、指数から算出した場合と一致しません。

 

(2) 所定内、所定外労働時間指数の動き 

（事業所規模５人以上、調査産業計）（令和２年平均＝100） 

令和６年の所定内労働時間及び所定外労働時間について、労働時間指数の前年比でみ

ると、所定内労働時間では、0.7％の低下(注)となった。また、所定外労働時間では、1.9％

の低下(注)となった。        【表７、図３、統計表第18表、第19表、第20表】 

（単位：％）

令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年

-2.6    2.3    0.6    1.1    -0.9    

-2.0    1.7    0.3    1.2    -0.7    

-9.6    8.6    4.5    -0.1    -1.9    

表７　労働時間指数の前年比の推移（事業所規模５人以上、調査産業計）

労働時間指数

総実労働時間

所定内労働時間

所定外労働時間

図３　労働時間指数の前年比の推移（事業所規模５人以上、調査産業計）

注)　労働時間の令和６年（１月分確報以降）の前年比については、令和５年１月分から12月分に対しベンチ
マーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているた
め、指数から算出した場合と一致しません。
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(3) 産業別所定外労働時間の動き（事業所規模５人以上）（令和２年平均＝100） 

令和６年の所定外労働時間は、調査産業計で 11.6時間となった。労働時間指数では 

113.2となった。                【表８、統計表第6-1表、第20表】 

指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比
％ ％ ％ ％ ％ 時間

100.0 -9.6 108.7 8.6 113.6 4.5 113.5 -0.1 113.2 -1.9 11.6

－ － － － 112.6 － 109.4 -2.8 111.1 2.5 22.0

100.0 -11.7 104.1 4.1 103.0 -1.1 101.2 -1.7 85.8 -15.4 15.6

100.0 -17.0 109.6 9.6 118.6 8.2 110.4 -6.9 110.9 0.9 11.3

100.0 0.2 88.9 -11.1 88.6 -0.3 102.2 15.3 108.0 8.2 18.8

100.0 -2.2 101.9 1.9 105.0 3.0 105.7 0.7 106.3 0.3 16.9

100.0 -10.3 99.7 -0.3 112.6 12.9 107.3 -4.7 102.5 -4.4 18.7

100.0 -11.0 117.3 17.2 125.0 6.6 118.6 -5.1 115.1 -1.9 9.0

100.0 5.5 93.5 -6.5 99.3 6.2 91.4 -8.0 100.6 7.4 17.7

100.0 -11.8 119.0 19.0 117.6 -1.2 103.2 -12.2 110.3 5.7 13.5

100.0 -10.1 122.4 22.4 119.9 -2.0 128.3 7.0 126.2 -2.8 16.3

100.0 -35.8 79.1 -20.9 145.6 84.1 155.6 6.9 159.9 -1.6 6.7

100.0 -30.5 123.2 23.2 131.8 7.0 122.3 -7.2 156.3 23.4 8.3

100.0 -22.7 109.1 9.2 103.9 -4.8 159.3 53.3 116.0 -30.3 5.9

100.0 -6.3 109.5 9.6 100.7 -8.0 118.3 17.5 131.5 11.0 6.6

100.0 -23.5 100.3 0.3 101.9 1.6 116.1 13.9 129.5 10.7 11.9

100.0 -8.6 118.7 18.6 123.3 3.9 126.0 2.2 119.8 -3.5 11.6

表８　産業別労働時間指数（所定外労働時間）の推移及び所定外労働時間数（事業所規模５人以上）（令和２年平均＝100）

産　　業
令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年

令和６年
所定外労
働時間

調 査 産 業 計

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道
業

情 報 通 信 業

運 輸 業 , 郵 便 業

鉱業，採石業，砂利採取業

卸 売 業 , 小 売 業

金 融 業 , 保 険 業

不 動 産 業 , 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 , 専 門 ・
技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ,飲 食 サ ー ビ ス 業

生活関連サービス業,娯楽
業

教 育 , 学 習 支 援 業

医 療 , 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業
( 他 に 分 類 さ れ な い も の )

注１)　「令和６年所定外労働時間」は令和６年平均の値です。
　２)　「前年比」は労働時間指数（所定外労働時間）による増減率です。
　３)　労働時間の令和６年（１月分確報以降）の前年比については、令和５年１月分から12月分に対しベンチマーク更新を実施した参
考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、指数から算出した場合と一致しません。

 

(4) 就業形態別月間出勤日数及び労働時間の動き（事業所規模５人以上、調査産業計） 

令和６年の一般労働者の月間出勤日数は 19.0日で、総実労働時間は159.6時間となっ

た。また、パートタイム労働者の月間出勤日数は 12.4日で、総実労働時間は 75.7時間

となった。                  【表９、統計表第6-1表、第7-1表】 

(単位：日、時間）

所定内
労働時間

所定外
労働時間

令和２年 17.1 134.5 124.2 10.3

　　３年 17.3 137.6 126.4 11.2

　　４年 17.3 138.4 126.7 11.7

　　５年 17.4 139.9 128.2 11.7

　　６年 17.4 139.6 128.0 11.6

令和２年 18.7 155.1 142.2 12.9

　　３年 18.8 157.7 143.7 14.0

　　４年 18.8 158.6 143.9 14.7

　　５年 19.0 160.6 146.0 14.6

　　６年 19.0 159.6 145.1 14.5

令和２年 12.0 72.5 69.9 2.6

　　３年 12.3 73.4 71.2 2.2

　　４年 12.7 75.9 73.4 2.5

　　５年 12.4 75.5 72.9 2.6

　　６年 12.4 75.7 73.2 2.5

注)　各実数は年平均の値です。

一 般 労 働 者

パ ー ト タ イ ム 労 働 者

表９　就業形態別月間出勤日数及び労働時間の推移
　（事業所規模５人以上、調査産業計）

就　業　形　態 出勤日数
総実労働

時間

常 用 労 働 者

 



３ 雇用 

(1) 産業別常用労働者の動き（事業所規模５人以上）（令和２年平均＝100） 

令和６年の常用労働者数は、調査産業計で 8,611千人で、常用雇用指数は 104.3とな

った。                    【表10、統計表第10-1表、第21表】 

指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 指数 前年比 構成比
％ ％ ％ ％ ％ 千人 ％

100.0 0.1 100.0 0.0 100.7 0.7 102.3 1.7 104.3 2.0 8,611 100.0

－ － － － 89.6 － 85.7 -4.4 87.3 1.9 1 0.0

100.0 3.8 101.3 1.3 102.5 1.2 104.0 1.4 106.7 2.6 386 4.5

100.0 -2.0 96.3 -3.7 95.4 -0.9 97.3 2.0 97.2 -0.1 442 5.1

100.0 3.6 110.3 10.3 110.8 0.4 118.1 6.7 116.0 -1.8 40 0.5

100.0 5.2 104.6 4.6 105.5 0.9 106.7 1.2 108.9 2.1 1,041 12.1

100.0 2.1 98.2 -1.8 96.4 -1.9 95.8 -0.5 96.9 1.1 427 5.0

100.0 -1.0 99.3 -0.7 98.5 -0.8 98.3 -0.2 99.3 1.0 1,665 19.3

100.0 -0.3 100.3 0.3 99.0 -1.3 98.6 -0.4 96.5 -2.1 394 4.6

100.0 2.3 102.3 2.3 106.0 3.6 109.9 3.8 110.9 0.9 277 3.2

100.0 3.8 103.4 3.4 106.3 2.8 112.4 5.8 117.6 4.6 566 6.6

100.0 -10.2 91.4 -8.6 94.4 3.3 101.0 7.1 107.4 6.3 684 7.9

100.0 1.0 95.9 -4.1 96.6 0.7 96.5 -0.1 100.9 4.6 241 2.8

100.0 -0.9 100.8 0.8 99.9 -0.9 101.1 1.1 103.9 2.8 434 5.0

100.0 1.7 102.1 2.1 104.5 2.4 105.8 1.2 107.1 1.2 891 10.3

100.0 -1.9 97.8 -2.2 89.7 -8.2 87.2 -2.9 84.9 -2.6 26 0.3

100.0 0.5 100.4 0.4 101.5 1.1 103.6 2.0 105.4 1.7 1,097 12.7

表10　産業別常用雇用指数の推移及び常用労働者数（事業所規模５人以上）（令和２年平均＝100）

産　　業
２年 ３年 ４年 ５年 ６年

令和６年
常用労働
者数

調 査 産 業 計

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道
業

情 報 通 信 業

運 輸 業 , 郵 便 業

鉱業，採石業，砂利採取業

卸 売 業 , 小 売 業

金 融 業 , 保 険 業

不 動 産 業 , 物 品 賃 貸 業

学 術 研 究 , 専 門 ・
技 術 サ ー ビ ス 業

宿 泊 業 ,飲 食 サ ー ビ ス 業

生活関連サービス業,娯楽業

教 育 , 学 習 支 援 業

医 療 , 福 祉

複 合 サ ー ビ ス 事 業

サ ー ビ ス 業
( 他 に 分 類 さ れ な い も の )

注１）「令和６年常用労働者数」は令和６年平均の値です。
　２）「前年比」は常用雇用指数による増減率です。
　３)　ベンチマーク更新として、令和６年１月に、母集団労働者数を「平成28年経済センサス-活動調査」から「令和３年経済センサス-活動調
査」に変更して推計を実施しました。それに伴い、常用雇用指数を遡って改訂しています。  

(2) 事業所規模別常用雇用指数の動き（調査産業計）（令和２年平均＝100） 

令和６年の調査産業計の常用雇用指数は、事業所規模５人以上で 2.0％の上昇で、事

業所規模30人以上で 1.7％の上昇となった。    【表11、図４、統計表第21表】 

（単位：％）

令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年

0.1    0.0    0.7    1.7    2.0    

1.6    0.6    0.7    1.5    1.7    

表11　事業所規模別常用雇用指数の前年比の推移（調査産業計）

常用雇用指数

５人以上

30人以上

図４　事業所規模別常用雇用指数の前年比の推移（調査産業計）

注)　ベンチマーク更新として、令和６年１月に、母集団労働者数を「平成28年経済センサス-活動調査」から
「令和３年経済センサス-活動調査」に変更して推計を実施しました。それに伴い、常用雇用指数を遡って改訂し
ています。
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(3) 就業形態別常用労働者の動き（事業所規模５人以上、調査産業計）  

令和６年の常用労働者数を就業形態別に見ると、一般労働者数は 6,566千人で、パート

タイム労働者数は 2,045千人となり、パートタイム労働者比率は 23.8％となった。                     
【表12、統計表第10-1表、第11-1表】 

(単位：千人、％）

一 般 労 働 者 数 6,059 6,090 6,015 6,129 6,566

パ ー ト タ イ ム 労 働 者 数 2,005 1,913 1,952 1,968 2,045

24.9 23.9 24.5 24.3 23.8

注)　各労働者数は年平均の値です。

令和２年 ３年 ４年 ５年 ６年

パ ー ト タ イ ム 労 働 者 比 率

表12　就業形態別常用労働者の推移　（事業所規模５人以上、調査産業計）

就　業　形　態

 


